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2020 年 9 月 27 日 

大会事務局 

 INFORMATION No.２  
 

 全クラス宛  
 

新型コロナウイルス感染予防に伴う 

レース運用について 

 
 新型コロナウイルス感染拡大防止の為、エントラントの皆様、運営に関わる関係者の皆様の安
心・安全確保の観点から、もてぎロードレース選手権第４戦におきまして、多くの対策を行います。

症状の有無に関わらず競技車両の乗車以外はマスクを着用する他、パドック入場される方全員 5

回体調確認（問診）実施など、以下の対応を具体的に実施します。感染予防へご理解とご協力をお

願いします。 

 

【入場の前】 
情報ダウンロードページに掲載されている『レース参加に関する体調確認』フォームへ、 

パドック入場者全員が自身の健康状態を事前に 5 回入力申請いただきます。感染予防の観点 

から体調がすぐれない方や正しい入力がいただけない場合は、場内への入場ができません。 

 

【入場】 
入場ゲートにおきまして検温を実施しています。 

入場者数の制限および特定の為、パドックへの入場はレース参加者（当該レース主催者 

発行のクレデンシャル保持者）に限らせていただきます。 

最低人数に入場にご協力をお願いします。ゲストの方は、パドック入場ができません。 

年間エントリー者へお渡ししている『年間ゲストパス』はご利用いただけません。 

入場者は、入場ゲートにて全員検温を実施させていただきます。ご協力いただけない方は、 

入場できません。 

 

【パドック】 
入場制限を行います。パドック入口にて係員が車両通行証、エントラントパスの確認を 

行います。必ず指示に従ってください。登録されたライダー、ピットクルーの方以外は、パドック 

入場できません。グランドスタンドをつなぐ地下廊下は封鎖のためグランドスタンドへの往来は 

できません。グランツーリスモカフェは、ライダー、ピットクルーのみの使用に限定されます。 

パドック内はマスク着用の徹底をお願いします。 

    ・第１パドックへの徒歩入場：エントラントパス 

    ・第１パドックへの車両入場：第１パドック車両通行証+エントラントパス 

    ・第２パドックへの徒歩入場：エントラントパス 

    ・第２パドックへの車両入場：第２パドック車両通行証+エントラントパス 

※年間エントリー者の『年間ゲストパス』はパドック入場できません。 

   ※スポットエントリー者向けの『ゲストパス』は今大会での発行はありません。 
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【ピット】 
    本年度においては、年間のピット固定は廃止させていただき、密集をさけるためのピット 

割りを毎戦ごとに行います。年間エントリーの方も、毎戦ごとに変更になりますので、ご注意くだ

さい。 ピット使用の際は、シャッターガレージを開け放ち、換気のよい状態を保ってください。   

密集を避け、ソーシャルディスタンスを２ｍ以上保ち、マスクを着用するようにお願いします。 

 

【参加受付】 
   換気環境を確保する為、第１パドック内タイヤサービスガレージ４もしくはサービスハウス４（GＴ

カフェ右建屋）にておこないます。 

また、受付時間を短縮する為に、ライセンスチェックの簡素化や、提出書類の簡素化を実施い

たします。待機列ではソーシャルディスタンスを２Ｍ以上保つようにしてください。 

   ピットエリア防火に関する誓約書、自家発電機 使用申請書の提出は不要です。 

  ライセンスチェックは実施しません。 承諾書・誓約書、ＭＳ暫定共催会申込み用紙と車検装備 

  品チェックシート（誓約書）の提出は必要です。 

※参加受付時は必ずマスク着用をお願いいたします。 

 

【車検】 
車両仕様書の提出は不要です。装備品チェックシート（兼誓約書）の提出が必要です。ガソリ

ン販売証明書は、裏面にクラスゼッケンを記入し車検で提出してください。競技車両とエアバッ

グ、ヘルメットのみ検査します。 

音量測定は実施しませんが、抜き打ちにて検査を行う場合がありますので、指名された方は 

指示に従ってください。装備品検査、車両検査、タイヤマーキングは（必要クラスのみ）実施し 

ますので、２名以下の最低人数でお越しください。並ぶ際には、前の方とソーシャルディスタン 

スを保ちお待ちください。 

ご自身の装備や車両に車検員が手を触れずに検査ができるように、接触軽減にご協力をお

願いします。 

車両検査は、アンダーカウルを事前に外し持ち込む他、計測器の取り付け箇所視認、ハンド

ルの切れ角の確認など車両の操作をご自身で行ってください。 

装備品検査は、ヘルメットのＭＦＪ公認マークの認証を見せる作業をご自身で行ってください。 

車検員は、マスク、フェイスシールド、手袋など着用し対応します。 

 

【ブリーフィング】 
ブリーフィングルームにて行います。ライダーは参加義務です。出欠確認を行います。 

マスクを着用し、ソーシャルディスタンスを保ち参加ください。参加人数が多いクラスは、 

２部屋を使用しインターネットでつなぎ、同時進行で実施します。 

 ブリーフィングの出欠確認時に、ライダーの体調確認、検温、血中酸素濃度を実施します。 

 

【スタート前チェック】 
  タイヤマーキングされている車両は、マーキングが確認出来るように車両の操作をご自身で 

行ってください。 

 

【スタート進行】 
ホームストレートにてグリッドについた競技車両にメカニックが付添うことができますが、 

最小限の人数とさせていただきます。 

コースでの回収時やメディカルセンターでの対応時には、スタッフはマスク、フェイスシールド、 

手袋や防護服などを身につけ対応します。 
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【表彰式】 
表彰式の登壇は、ピット屋上渡り廊下でなく、１ピット横の公式掲示版前の表彰台へ登壇 

となります。表彰台にて上位３位の記念撮影のみ行います。表彰台に事前配置された各カテ 

ゴリーパネルとトロフィーを自身で持ち撮影します。トロフィー授与、シャンパンファイトは行い 

ません。正賞は計測器返却場所で受け取りください。 

 

【リザルト（レース結果）】 
密集を防ぐため、紙によるリザルト配布を廃止します。プログラムに記載のリザルト速報の 

アドレスよりリザルトを取得してください。グリッド表もこちらのサイトに掲載します。 

以上 


